
令和３年度「ICTを活用した地域課題解決案の提案会」について

○ 最近では、AI・IoTだけでなく、５Gの利活用による地域課題解決の取組も進んでいるところ、地方公共団体によっては、どのように
AI・IoT・５G等を使って地域課題を解決できるのか、まだイメージがついていない地方公共団体もある。 特に５Gは、まだユースケースが
少ないためその傾向が顕著であり、個々の地方公共団体の地域課題に５Gをどのように活用できるかを提案できる機会が求められる。

○ そこで、「中国地域におけるSociety5.0の実現に向けた連携・協力会」（※）（以下、「連携・協力会」とする。）では、各構成機関か
らの支援施策の紹介など従来行ってきた取組に加えて、中国地域の地方公共団体が抱える地域課題に対し、IoT等を活用した課題解決案を企
業・大学等が直接提案する機会を提供し、地方公共団体にそれぞれの地域課題に合った課題解決のイメージを個別具体的に持っていただくこ
とを目的として、「ICTを活用した地域課題解決案の提案会」（以下、「提案会」とする。）を令和２年度に開催したところ。

○ 当該イベントについて、参加した地方公共団体からは「普段考えつかないような提案に触れられた」という意見、また企業・大学等から
は「通常では聞けない課題等を確認できた」という意見など、いずれからも高い評価を頂いた。

○ 今年度は、地方公共団体から応募のあった地域課題を、解決案の応募を予定している企業・大学等に対してあらかじめ分りやすく説明す
る場を設ける等、取組を強化して開催する。

【イメージ】

・ 提案会については、地域課題解決案の提案者に参加いただき、地域課題応募者に対して直接一対一で提案を行うもの。この際、連携・協力会構成機関のうち、当該地域
課題に関連する機関にオブザーバー参加していただき、支援施策等の個別相談にも応じれる体制としていく。なお、提案会は非公開で実施することとする。
・ 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、オンラインでの開催を基本とする。
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※Society5.0の実現を目指すことを目的に、中国地域の国の地方行政機関9機関が参加し、平成31年1月31日に発足した会合（事務局:中国総合通信局、中国経済産業局）



「中国地域におけるSociety5.0の実現に向けた連携・協力会」 では、中国地域の地方公共団体が抱える地域課
題に対し、企業・大学等からIoT等を用いた課題解決案を提案してもらう機会を提供する取組として、令和2年度から
「ICTを活用した地域課題解決案の提案会」をオンラインにて開催。
 【地域課題の応募】中国管内の５市町（東広島市・尾道市・宇部市・美祢市・美郷町）から18件の応募。
 【解決案の応募】通信事業者・大学等12者から25件の解決案の応募。
 【提案会の開催状況】令和3年1月、開催を希望した４市町(宇部市を除く)を対象に計6回の提案会をオンライン開催。
■地域課題解決案の提案会開催フロー＞＞＞＞

■応募があった主な地域課題

（参考）令和2年度「ICTを活用した地域課題解決案の提案会」を開催
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